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回 覧令和６年１１月 第７号

１
１
９
番
の
日
が
実
施
さ
れ
ま
す

この運動は、火災が発生しやすい時季に火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者
の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐこと目的としています。皆さんもこの機

会に火災予防の重要性を再認識し、安全な生活環境を守りましょう。

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
の
初
日

の
１
１
月
９
日
は
、
１
１
９
の
語
呂
合
わ
せ

で
１
１
９
番
の
日
で
す
。

１
１
９
番
の
か
け
方

局
番
な
し
の
「
１
１
９
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
だ
け
で
災
害
通
報
で
き
ま
す
。
消
防
が
１

１
９
番
通
報
を
受
け
る
と
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
適
切
な
車
両
を
災
害
現
場
へ
直
ち
に
出

動
さ
せ
ま
す
。

慌
て
て
い
る
と
場
所
や
状
況
が
正
し
く
伝

わ
ら
ず
、
消
防
車
や
救
急
車
の
現
場
到
着
が

遅
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
迅
速
で

適
格
な
消
防
活
動
の
た
め
、
正
し
い
１
１
９

番
通
報
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
9
番
通
報
が
多
く
な
る
と
、
電
話
を

か
け
て
も
繋
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
必

ず
受
信
し
ま
す
の
で
、
決
し
て
電
話
を
切
る

こ
と
な
く
、
繋
が
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。ま

た
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
１
１
９
番
通
報
で
き
る
手
段

が
あ
り
ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
関
連

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実施期間：令和6年11月９日～11月15日

２０２４年度全国統一防火標語

守りたい 未来があるから 火の用心

令和６年 秋季全国火災予防運動実施中

火
災
参
照
電
話
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
に
自
動
音
声
で
火
災
の
情
報
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
１
１
９
番
に
つ
い

て
は
、
緊
急
通
報
用
の
電
話
番
号
に
な
り
ま
す
の

で
、
緊
急
性
の
な
い
お
問
い
合
わ
せ
等
に
は
使
用

し
な
い
で
下
さ
い
。

火
災
照
会
電
話

０
５
７
０
・
０
４
８
・
１
１
９
（
自
動
音
声
）

※

有
料
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
衝
突
事
故
検
出
」
機
能
に
よ
る
通
報
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
衝
撃
に
よ
り
、
自
動
で

１
１
９
番
通
報
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
車
で

の
衝
突
な
ど
を
想
定
し
た
も
の
で
す
が
、
機
器
を

落
と
し
た
り
、
激
し
い
転
倒
が
あ
る
と
作
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

機
器
が
作
動
し
て
意
図
せ
ず
１
１
９
番
通
報
さ

れ
た
場
合
は
、
消
防
車
・
救
急
車
の
要
否
に
か
か

わ
ら
ず
通
報
に
応
答
し
て
状
況
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
応
答
が
な
い
と
状
況
確
認
の
た
め
に
、
消
防

車
・
救
急
車
が
位
置
情
報
を
参
考
に
付
近
に
向
か

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さいたま市ホームページ
（１１９番関連）



西
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
区
内
の
公
園
等

で
、
消
防
車
両
を
展
示
し
、
火
災
予
防
の
啓
発
品
等
を
配
布

す
る
広
報
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①

日
時
：
令
和
6
年
１
１
月
９
日
（
土
）

９
時
３
０
分
～
１
４
時
３
０
分

場
所
：
三
橋
総
合
公
園
（
西
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
会
場
）

②

日
時
：
令
和
６
年
１
１
月
１
５
日
（
金
）

１
４
時
１
５
分
～
１
６
時
０
０
分

場
所
：
指
扇
駅

北
口

い
ず
れ
の
日
程
も
、
天
候
、
災
害
の
発
生
状
況
等
に
よ
り

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
2
カ
所
以
外
に
も
、

日
時
場
所
未
定
で
、
車
両
巡
回
時
に

公
園
等
で
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

少
年
消
防
団
は
、
消
防
署
で
防
火
・
防
災
に

関
す
る
研
修
や
訓
練
、
消
防
出
初
式
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
火
災
予
防
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
区
で
は
現
在
１
４
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

令和６年１１月 第７号

」

敬
礼
！

ピ
シ
ッ
！

み
ん
な

ま
っ
て
る
よ
！

火
災
予
防
運
動
に
伴
う
広
報
に
つ
い
て

西
区

少
年
消
防
団

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
「
住
宅
防

火
の
手
引
き
」
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
自
宅
の
防
火
対
策
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

少
年
消
防
団
員

入
団
資
格
：
原
則
と
し
て
市
内
在
住
又
は
在
学
の

小
学
4
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で

火
災
や
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
地
域
の
要
と
し
て
活
動
す
る

の
が
消
防
団
で
す
。
消
防
団
は
本
業
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の

安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
年
齢
層
は
幅
広
く
、
会
社
員
、
自
営
業
、
学
生
、

主
婦
な
ど
、
様
々
な
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
み
な
さ
ま
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
１
８
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
方
、
お
勤
め
先
や
通
学
し
て
い
る
学
校
が
市
内
に

あ
る
方
は
、
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

さ
い
た
ま
市
消
防
団
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。


